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・議長新年挨拶

・第６期の基本構想を可決（12 月議会定例会）

・一般質問

・新成人メッセージ

・議長新年挨拶

・第６期の基本構想を可決（12 月議会定例会）

・一般質問

・新成人メッセージ （幼年消防クラブの放水玉落とし １月５日）

放水はじめ !!
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議長新年挨拶議長新年挨拶

　

年
頭
に
当
た
り
議
会
を
代
表
し
て
、
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
平
成
が
終
わ
り
、
元
号
が
変
わ

る
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
で
あ
り
ま
す
。

発
展
の
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
西
日
本
や
北
海
道

で
は
台
風
や
豪
雨
、
そ
し
て
地
震
に
よ
る
甚

大
な
災
害
が
発
生
し
、
今
な
お
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
台
風
や
地
震
が
多
く
発
生
し
て

お
り
、
本
村
で
も
台
風
を
心
配
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
幸
い
に
し
て
、
大
き
な
災
害

も
な
く
平
穏
な
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

村
政
で
は
、
五
木
村
と
熊
本
県
で
策
定
し

て
実
施
し
て
き
た
「
村
づ
く
り
計
画
」
が

最
終
年
度
と
な
り
、
水
没
予
定
地
利
活
用

計
画
の
東
部
エ
リ
ア
の
コ
テ
ー
ジ
や
森
の

広
場
も
３
月
に
完
成
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
４
４
５
号
（
九
折
瀬
・
神

屋
敷
間
）
の
道
路
改
良
工
事
、
安
全
安
心

に
住
み
続
け
る
た
め
の
砂
防
堰
堤
工
事
（
九

折
瀬
、
築
切
、
高
野
）
や
護
岸
工
事
（
久

領
地
区
）
な
ど
が
完
成
を
目
指
し
て
着
実

に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

村
議
会
も
、
12

回
目
と
な
る
国
、
県
、
村

に
よ
る
「
五
木
村
の
今
後
の
生
活
再
建
を
協

議
す
る
場
」
に
お
い
て
、
国
道
４
４
５
号
（
九

折
瀬
・
神
屋
敷
間
）
の
道
路
改
良
工
事
の

早
期
完
成
と
、
県
道
25

号
宮
原
・
五
木
線

（
八
代
側
）
の
道
路
改
良
工
事
の
早
期
着
手
、

そ
し
て
、
平
成
31

年
度
か
ら
の
村
づ
く
り

財
源
支
援
の
継
続
な
ど
を
強
く
要
望
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
三
者
協
議
前
の
６
月
に

も
松
田
県
議
、
溝
口
県
議
、
緒
方
県
議
同

席
の
も
と
、
蒲
島
県
知
事
や
坂
田
県
議
会

議
長
に
要
望
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
議
会
の
一
般
質
問
で
も
松
田

県
議
、
溝
口
県
議
か
ら
、
五
木
村
の
再
生

を
強
く
要
望
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
の
一
番
の
問
題
は
、
少
子
高
齢
化
と

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
村
執
行
部
は
、
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
、

多
種
多
様
な
取
り
組
み
を
し
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

村
議
会
も
、
こ
れ
ま
で
五
木
村
振
興
交

付
金
事
業
で
取
り
組
ん
だ
施
策
を
検
証
し
、

今
後
の
取
り
組
み
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
村

執
行
部
と
意
見
交
換
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

今
年
か
ら
第
６
期
基
本
構
想
・
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
村
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
が
、
村
議
会
と
し
て
も
、
「
行
財
政
運
営

の
批
判
と
監
視
」
・
「
具
体
的
な
政
策
の
最

終
決
定
」
な
ど
、
議
会
の
持
つ
使
命
の
達

成
の
た
め
、
さ
ら
に
議
会
活
動
を
活
発
に

し
な
が
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
む
決
意
で

あ
り
ま
す
。

　

村
づ
く
り
は
、
村
民
皆
様
の
協
力
な
し

に
は
出
来
ま
せ
ん
。
皆
様
の
声
を
し
っ
か

り
と
お
聞
き
し
な
が
ら
、
住
民
福
祉
の
向

上
と
地
域
社
会
の
発
展
を
目
指
し
て
、
一

緒
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

元
号
が
変
わ
る
新
し
い
年
が
、
村
に
と

っ
て
も
、
村
民
皆
様
に
と
っ
て
、
素
晴
ら

し
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

五 木 村 議 会 議 長

岡 本　正
　

村
民
の
皆
様

　
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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第６期の基本構想を可決

12月定例会

《補正予算》

会計名 補正前額 補正額 予算現額

一般会計 30億3,181万3千円 2億4,422万5千円 32億7,603万8千円

国民健康保険特別

会計
1億6,113万4千円 △163万4千円 1億5,950万0千円

簡易水道事業特別

会計
1,868万8千円 60万5千円 1,929万3千円

農業集落排水事業

特別会計
1,374万8千円 △319万7千円 1,055万1千円

介護保険特別会計 2億1,866万1千円 15万8千円 2億1,881万9千円

墓地公園特別会計 27万5千円 26万4千円 53万9千円

情報通信事業特別

会計
2,983万7千円 180万0千円 3,163万7千円

《
条
例
の
一
部
改
正
》

•

五
木
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

•

五
木
村
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

•

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

《
規
約
の
一
部
変
更
》

•

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

《
計
画
の
承
認
》

•

第
６
期
五
木
村
基
本
構
想
及
び
前

期
基
本
計
画
に
つ
い
て

•

五
木
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
第
４
回
五
木
村
議
会
定
例
会
を
12
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で

の
３
日
間
で
開
催
。
上
程
さ
れ
た
案
件
は
「
条
例
の
一
部
改
正
」
３
件
、

「
規
約
の
一
部
変
更
」
１
件
、
「
計
画
の
承
認
」
２
件
、
「
補
正
予
算
」

７
件
の
合
計
13
件
。
一
般
質
問
は
第
２
日
目
に
４
人
の
議
員
が
村
政
に

つ
い
て
質
し
た
。
ま
た
、
９
月
定
例
会
で
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て

い
た
「
平
成
29
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
」

10
件
に
つ
い
て
は
全
会
計
を
認
定
し
た
。

　

議
案
第
53
号
「
第
６
期
五
木
村
基
本
構
想
及
び
前
期
基
本
計
画
に
つ

い
て
」
、
議
案
第
55
号
「
五
木
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
」
の

２
議
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
。
そ
れ
以
外
の
議
案
は

す
べ
て
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

の
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
よ
る
指
名
推
選
に
よ
り
和
田
村
長
を
議
員
と

す
る
こ
と
に
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

村道災害復旧工事費に1億6,730万円

こんなことが決まりました

林道災害箇所
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　昨年９月の定例会において付託されていた平成 29年度決算の認定は、特別委員会を平成 30年 10

月 18日、19日及び 25日に開催し、一般会計１件、特別会計９件の計 10件について審議した。第

１回目の審査では村長、教育長ほか各課長等職員出席の下提出された資料や決算書全般にわたって質

疑応答を行った。次に第２回目では１回目の審議で疑義の生じた村が財政援助する各種団体の決算に

関して３団体からも出席を要請し、その後委員間で意見をまとめて定例会最終日の13日に次の事項を

指摘して全会一致で認定した。（委員長：川邉正美、副委員長：黒川麻里子　ほか全議員）

指摘した主なもの

・ふるさと五木村づくり計画では当初の目標や成果を必ずしも達成していない。目標達成に努力

すること。

・今後の計画づくりでは、これまでの事業効果と成果検証をもとに住民意見を反映すること。

・財政援助する各種団体の成果等を確実に把握のうえ引き続き改善指導をすること。

・主要な施策の成果ではマイナス面についても分析作業を行うこと。

・歳入歳出面及び財産管理面では適切な事務処理を行うこと。

平成29年度歳入歳出決算額
会　　　計　　　名 収入済額 支出済額 差引残額

一　　般　　会　　計 35億 4,050 万円 33億 3,028 万円 2億 1,022 万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 2億 736 万円 1億 8,430 万円 2,306 万円

ダム対策事業特別会計 10万円 10万円 ―

簡易水道事業特別会計 2,132 万円 2,037 万円 95万円

農業集落排水事業特別会計 1,273 万円 1,256 万円 17万円

介護保険特別会計 2億 1,660 万円 2億 1,555 万円 105 万円

代替地上下水道事業特別会計 1,509 万円 1,372 万円 137 万円

後期高齢者医療特別会計 2,017 万円 1,999 万円 18万円

墓地公園特別会計 47万円 24万円 23万円

情報通信事業特別会計 3,281 万円 3,269 万円 12万円

計 40億 6,715 万円 38億 2,980 万円 2億 3,735 万円

目標達成への努力と成果分析を望む

　

議
案
第
53
号
「
第
６
期
五
木
村

基
本
構
想
及
び
前
期
基
本
計
画
に

つ
い
て
」
は
、
現
在
の
第
５
期
基

本
構
想
が
平
成
30
年
度
で
終
わ
る

た
め
、
新
た
な
五
木
村
の
今
後
10

年
間
の
姿
を
見
す
え
た
基
本
構
想

及
び
前
期
５
年
間
の
基
本
計
画
が

提
案
さ
れ
た
も
の
。
構
想
の
期
間

は
２
０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２
８

年
度
ま
で
の
10
年
間
と
す
る
も
の

で
、
「
ひ
か
り
輝
く
五
木
村
」
を

テ
ー
マ
に
将
来
像
を
描
い
た
と
し

て
い
る
。
議
員
か
ら
は
構
想
及
び

計
画
に
関
す
る
質
疑
が
な
さ
れ
、

採
決
の
結
果
「
賛
成
多
数
」
で
可

決
し
た
。

　

議
案
第
55
号
「
五
木
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
」
も
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
し
た
が
、
主

な
も
の
と
し
て
、
平
成
30
年
６
月

〜
７
月
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
集
中

豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
村
道
瀬
目

線
ほ
か
８
路
線
に
つ
い
て
、
災
害

査
定
が
済
ん
だ
こ
と
か
ら
補
正
予

算
が
計
上
さ
れ
た
。
ほ
か
林
道
災

害
復
旧
に
は
２
，
１
１
１
万
円
が

計
上
さ
れ
た
。

平成29年度決算認定審査特別委員会
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協
力
隊
制
度
は
、
自
身
の
動
機

で
来
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
そ

の
動
機
を
尊
重
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

協
力
隊
制
度
に
は
、
任

期
終
了
翌
年
時
に
起
業
を
す
る

者
に
は
総
務
省
か
ら
１
０
０
万

円
の
補
助
金
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
居
住
地
の
延
期
な
ど
村

独
自
の
施
策
は
あ
る
の
か
。

村
長　

今
の
と
こ
ろ
制
度
化
は

行
っ
て
な
い
が
、
既
設
の
農
業

補
助
金
、
商
工
業
で
あ
れ
ば
商

工
振
興
補
助
金
で
１
／
２
と
か

１
／
３
、
３
／
４
な
ど
を
利
用

す
る
方
法
も
あ
る
。
残
っ
て
も

ら
う
な
ら
住
宅
を
提
供
す
る
こ

と
な
ど
は
宿
題
と
し
て
あ
る
。

早田吉臣 議員

「協力隊」の理想の姿は
和田村長　定着して、起業してもらいたい

��������

����
�

����
�

����

����
�

一般
　　質問

質
問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

評
価
を
村
長
は
ど
う
な
さ
れ
て

い
る
か
。

村
長　

今
ま
で
10

人
の
方
が
来

ら
れ
て
、
現
在
７
人
五
木
村
で

活
動
し
て
い
る
。
定
着
さ
れ
て

い
る
方
も
い
る
し
、
活
躍
の
場

が
無
く
他
の
分
野
で
活
動
を
続

け
て
い
る
方
も
い
る
。

質
問　

途
中
で
離
任
さ
れ
た
方
，

３
年
間
と
い
う
任
期
の
中
で
活

動
、
仕
事
の
聞
き
取
り
な
ど
は

行
っ
て
来
て
い
る
か
。

村
長　

最
初
の
１
年
目
は
、
こ

の
土
地
に
慣
れ
て
も
ら
う
事
。

２
年
目
か
ら
は
本
人
に
聞
き
取

り
を
月
に
２
回
程
度
、
総
務
課

で
行
っ
て
い
る
。
協
力
隊
同
士

の
連
絡
、
報
告
書
も
目
を
通
し

て
い
る
。

質
問　

村
の
執
行
部
が
求
め
る

協
力
隊
の
理
想
は
ど
う
い
う
姿

か
。

村
長　

五
木
村
に
定
着
し
て
も

ら
い
、
起
業
し
て
も
ら
う
の
が

一
番
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

３
年
の
間
に
新
た
な
見
方
、
視

点
を
私
た
ち
に
伝
え
て
も
ら
う

こ
と
も
有
意
義
だ
と
思
う
。

質
問　

協
力
隊
の
定
着
率
が
１

０
０
％
の
地
域
も
あ
る
。
ま
た
、

熊
本
県
は
54
・
２
％
と
な
っ
て

い
る
。
村
で
定
着
率
を
上
げ
る

た
め
の
支
援
策
は
あ
る
か
。

村
長　

起
業
に
至
る
支
援
策
は
、

例
え
ば
商
工
振
興
資
金
で
あ
る
と

か
、
人
材
育
成
基
金
な
ど
用
意
し

て
い
る
が
、
ま
だ
利
用
に
至
っ
て

い
な
い
の
が
現
実
。

質
問　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
報
告
に
よ
る
と
協
力
隊
の
受

け
入
れ
に
は
、
助
け
合
い
応
援

を
し
て
も
ら
う
グ
ル
ー
プ
や
団

体
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と
あ

り
、
徐
々
に
地
域
と
の
つ
な
が

り
雰
囲
気
を
つ
く
る
事
も
必
要

で
あ
る
。
村
長
は
ど
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
。

村
長　
面
接
を
行
う
と
き
に
「
村

は
こ
の
よ
う
な
地
域
で
す
よ
」

と
説
明
は
行
う
。
し
か
し
、
十

分
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。
隊
員
の
受
け

止
め
方
次
第
で
あ
る
と
思
う
。

協
力
隊
に
よ
っ
て
は
地
域
に
定

着
さ
れ
た
隊
員
が
新
た
な
隊
員

の
世
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

質
問　
隊
員
が
、
起
業
を
し
た

か
っ
た
が
事
情
に
よ
り
断
念
し

た
と
き
に
、
今
度
は
就
職
に
変

え
よ
う
と
し
た
場
合
、
村
と
し

て
就
職
の
斡
旋
な
ど
は
行
わ
な

い
の
か
。

村
長　

１
年
目
、
２
年
目
で
辞

め
て
い
か
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
。

そ
の
場
合
本
人
と
話
を
し
て
で

き
れ
ば
違
う
方
法
も
あ
る
の
で

協
力
を
お
願
い
す
る
が
、
本
人

の
事
情
な
の
で
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
。

質
問　
昨
年
、
協
力
隊
の
報
告

会
で
時
に
は
指
示
協
力
依
頼
も

行
っ
て
ほ
し
い
と
あ
っ
た
が
、

村
長
は
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
。

村
長　

村
の
実
情
を
理
解
し
て

も
ら
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
協

力
隊
の
ご
自
身
の
ス
キ
ル
で
参

加
や
呼
び
か
け
は
行
っ
て
い
る
。

協力隊による解体作業イベント
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て
い
た
だ
く
の
が
一
番
良
い
と

思
う
が
、
行
政
か
ら
そ
う
い
っ

た
働
き
か
け
は
す
る
の
か
。

農
林
課
長　

事
業
体
と
協
力
し

な
が
ら
、
就
労
確
保
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
就
労
を
し

て
い
た
だ
け
る
な
ら
現
在
の
支

援
も
踏
ま
え
て
い
ろ
ん
な
対
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

議
会
広
報
や
ま
め
１
２

５
号
の
村
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
で
、
農
業
用
地
確
保
の
面
で

の
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
や

個
人
で
も
活
用
で
き
る
補
助
金

の
要
望
意
見
が

あ
っ
た
が
、
現

状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

今
後
、
制
度
化

し
て
い
く
つ
も

り
は
な
い
か
。

農
林
課
長　

耕

作
放
棄
地
の
状

態
に
あ
っ
て
も

再

生

可

能

な

農
地
に
つ
い
て

は
い
つ
で
も
活

用
で
き
る
。
耕

作
を
さ
れ
た
い

と
い
う
方
が
お

ら
れ
れ
ば
情
報

の
提
供
は
で
き

る
。
活
用
で
き

川 正美 議員

一般
　　質問

��������

����
�

����
�

����

����
�林

業
振
興
で
モ
デ
ル
林
化
は

農
林
課
長　

純
村
有
林
で
モ
デ
ル
化
は
必
要

質
問　

村
有
林
、
民
有
林
で
は

今
後
伐
期
に
達
す
る
森
林
が
増

え
て
く
る
が
、
林
業
振
興
を
図
っ

て
い
く
上
で
モ
デ
ル
林
を
つ
く

る
考
え
は
な
い
か
。

農
林
課
長　

分
収
林
に
つ
い
て

は
活
用
が
難
し
い
が
、
本
村
の

地
形
や
現
状
を
踏
ま
え
た
森
林

の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
純
村
有
林
を
伐
採
し

た
後
は
、
育
林
関
係
で
の
モ
デ

ル
林
は
必
要
だ
と
考
え
る
。

質
問　

最
初
の
植
栽
か
ら
長
伐

期
を
見
据
え
た
林
分
が
必
要
だ

と
思
う
が
。

農
林
課
長　

既
存
の
標
準
伐
期

は
ス
ギ
40

年
、
ヒ
ノ
キ
45

年
、

こ
れ
を
倍
の
80

年
位
に
も
っ
て

い
く
の
が
長
伐
期
の
考
え
方
な

の
で
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
設
定
し

て
保
安
林
等
の
山
に
つ
い
て
は

そ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
取
組

ん
で
い
く
。

質
問　

熊
本
県
が
セ
ン
ダ
ン
の

木
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
五
木

村
で
は
取
組
む
考
え
は
な
い
か
。

農
林
課
長　

村
内
に
植
え
て
み

た
い
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
の

で
、
県
と
連
携
し
て
試
験
的
に

植
え
て
み
た
う
え
で
判
断
し
た

い
。

質
問　

苓
北
町
や
菊
池
市
で
は

耕
作
放
棄
地
に
植
え
ら
れ
て
い

る
。
五
木
村
で
も
そ
う
い
っ
た

と
こ
ろ
に
植
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

農
林
課
長　

耕
作
放
棄
地
を
非

農
地
と
判
断
し
た
場
合
に
は
植

え
る
こ
と
は
可
能
だ
。

質
問　

林
業
大
学
校
が
来
年
4

月
に
開
校
す
る
が
、
現
在
何
名

く
ら
い
の
入
学
希
望
者
が
い
る

か
。

農
林
課
長　

募
集
人
員
は
県
全

体
で
20

名
、
学
生
を
対
象
と
し

て
推
薦
枠
で
合
格
発
表
が
あ
っ

て
い
る
の
が
２
名
、
残
り
18

名

は
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

林
業
大
学
校
卒
業
後
に

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
五
木

村
で
林
業
に
関
す
る
仕
事
を
し

る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
五
木

村
農
林
水
産
業
振
興
関
係
事
業

補
助
金
が
あ
る
。

耕作放棄地
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黒川麻里子 議員

職員や協力隊のモチベーションの

低下をどのように捉えているか
村長　疑念を持たれないように努めたい

��������

����
�

����
�

����

����
�

一般
　　質問 地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

質
問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

中
で
月
額
30

万
円
以
上
支
給
さ

れ
て
い
る
人
が
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
支
給
額
に
つ
い
て
の
算

定
基
準
は
あ
る
か
。

村
長　

土
日
や
夜
間
勤
務
を
考

慮
し
て
、
協
力
頂
い
て
い
る
団

体
か
ら
上
乗
せ
し
て
い
る
。

質
問　

当
初
観
光
案
内
所
に
て

旅
行
業
務
を
担
当
す
る
と
い
う

話
で
あ
っ
た
と
思
う
。
資
格
手

当
は
民
間
で
も
多
く
て
３
万
円

程
度
。
協
力
隊
の
給
料
か
ら
考

え
て
も
だ
い
ぶ
多
く
上
乗
せ
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
な
ぜ
現

在
の
額
に
な
っ
た
の
か
。

村
長　

土
日
も
観
光
案
内
業
務

を
し
て
頂
く
の
が
前
提
と
い
う
、

本
人
と
の
協
議
の
結
果
決
ま
っ

た
。

質
問　

土
日
の
活
動
実
態
は
確

認
し
て
い
る
か
。

村
長　

業
務
日
誌
、
月
２
回
の

打
ち
合
わ
せ
で
は
確
認
し
て
い

る
が
、
行
っ
た
先
を
い
ち
い
ち

確
認
す
る
ま
で
は
至
っ
て
い
な

い
。

質
問　

実
態
を
把
握
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
う
し

た
状
況
は
他
の
協
力
隊
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
と
思

う
。
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。

村
長　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

影
響
は
確
か
だ
と
思
う
。
で
き

る
だ
け
早
く
協
力
隊
を
卒
業
し

て
頂
き
、
本
来
の
業
務
に
入
っ

て
頂
く
の
が
一
番
だ
と
思
う
。

職
員
の
災
害
派
遣
に
つ
い
て

質
問　

７
月
に
募
集
し
た
任
期

付
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、
な

ぜ
被
災
地
と
し
て
御
船
町
が
選

定
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
募
集

要
項
の
内
容
に
つ
い
て
も
受
験

資
格
が
限
定
的
で
あ
っ
た
理
由

は
。

村
長　

派
遣
先
は
県
の
意
向
に

よ
り
御
船
町
に
な
っ
た
。
少
な

い
人
員
の
中
で
職
員
が
不
在
に

な
る
と
仕
事
に
支
障
を
き
た
す

懸
念
が
あ
っ
た
た
め
、
即
戦
力

と
し
て
実
務
に
す
ぐ
携
わ
れ
る

任
期
付
職
員
を
募
集
し
た
。

質
問　

試
験
内
容
が
書
類
選
考

の
み
だ
っ
た
理
由
と
、
試
験
結

果
が
非
公
表
の
理
由
は
。
ま
た
、

受
験
資
格
や
試
験
内
容
は
県
か

ら
指
示
が
あ
っ
た
も
の
か
、
村

で
設
定
し
た
も
の
か
。

村
長　

い
ろ
ん
な
採
用
の
仕
方

は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
今

回
は
選
考
採
用
を
選
択
し
た
。

特
に
県
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
も

の
で
は
な
い
。

質
問　

こ
の
職
員
は
何
年
雇
用

す
る
予
定
な
の
か
、
任
期
後
は

五
木
村
に
帰
っ
て
く
る
の
か
。

総
務
課
長　

任
期
付
の
職
員
と

い
う
こ
と
で
、
１
年
で
辞
令
を

出
し
て
い
る
。
御
船
町
へ
の
派

遣
が
残
り
半
年
と
い
う
こ
と
で

引
き
続
き
協
議
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

こ
の
職
員
は
３
月
に
村

を
退
職
し
て
い
る
。
退
職
者
を

再
雇
用
し
派
遣
し
た
と
な
る
と
、

任
期
後
は
再
度
退
職
す
る
可
能

性
が
非
常
に
高
い
。
本
来
派
遣

と
い
う
の
は
そ
こ
で
培
っ
た
経

験
を
村
で
も
役
立
て
て
も
ら
お

う
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で

派
遣
さ
れ
た
の
か
。

村
長　

行
っ
た
先
で
頑
張
っ
て

頂
け
れ
ば
そ
れ
で
効
果
は
十
分

発
揮
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

質
問　

被
災
地
派
遣
が
各
市
町

村
の
ノ
ル
マ
と
し
て
あ
る
中
で
、

実
績
作
り
の
た
め
に
退
職
者
を

利
用
し
た
と
疑
念
を
持
た
れ
る

状
況
に
あ
る
。
も
っ
と
透
明
性

を
確
保
し
た
職
員
採
用
は
で
き

な
か
っ
た
の
か
疑
問
に
思
う
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
問
題
も

含
め
、
疑
念
を
持
た
れ
る
と
い

う
こ
と
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

村
長　

そ
う
い
っ
た
状
況
は
大

変
遺
憾
に
思
う
。
そ
う
い
う
疑

念
を
持
た
れ
な
い
よ
う
に
努
め

た
い
。
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中村俊也 議員

一般
　　質問

��������

����
�

����
�

����

����
�公

園
施
設
の
管
理
体
制
、

　

有
事
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
は

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
見
直
し
、

整
理
を
行
い
た
い

質
問　

村
内
の
公
園
施
設
の
入い
り

込こ
み

人
数
を
伺
い
た
い
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

五
木
源

パ
ー
ク
は
平
成
29

年
度
３
７
５

４
人
、
30

年
度
（
11

月
末
現
在
）

３
５
４
９
人
、
子
守
唄
公
園
は

29

年
度
７
４
４
９
人
、
30

年
度

（
11

月
末
現
在
）
５
１
１
３
人
。

　

白
滝
公
園
、
大
滝
公
園
、
大

通
峠
公
園
、
横
手
公
園
、
瀬
目

展
望
所
等
に
つ
い
て
は
、
カ
ウ

ン
ト
し
て
い
な
い
。

質
問　

村
内
の
公
園
は
、
地
元

住
民
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
観

光
客
の
方
々
が
利
用
さ
れ
て
い

る
。
進
入
道
路
、
階
段
、
手
す
り
、

遊
具
等
の
安
全
確
認
や
、
落
石
、

倒
木
、
破
損
等
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
点
検
し
て
い
る
か
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

五
木
源

パ
ー
ク
は
点
検
業
務
を
委
託
し

て
い
る
。
ほ
か
の
観
光
施
設
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
に

委
託
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
毎

月
の
管
理
状
況
や
異
常
等
の
気

づ
き
を
報
告
書
で
出
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
職
員
が
現
場
に

行
き
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
場
合
も

あ
る
。

質
問　

委
託
先
と
行
政
間
の
連

携
状
況
は
、
早
急
な
対
処
に
対

応
で
き
て
い
る
か
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

通
常
の

連
携
は
月
末
の
報
告
で
行
っ
て

い
る
が
、
倒
木
、
ハ
チ
の
巣
な

ど
の
緊
急
時
に
は
、
す
ぐ
に
連

絡
が
入
り
、
村
で
早
急
に
対
処

し
た
事
例
が
あ
る
。

質
問　

万
が
一
、
地
元
住
民
や

観
光
客
を
巻
き
込
む
よ
う
な
事

故
が
発
生
し
た
場
合
の
、
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
か
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

現
時
点

で
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
確
立
し
て
お

ら
ず
、
今
後
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

見
直
し
、
整
理
を
行
い
た
い
。

朽ちて危険な手すりも… 落下したままの案内板
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－ 地域おこしの起爆剤に －
　　　　　　　　　　　　　　　　（下球磨町村議会議員研修）

誰のため、何のための議会だより
　　　　　　　　　　　　　　　　（広報委員会研修会）

　第14回熊本県町村議会広報コンク－

ル及び町村議会広報研修会が平成30年

11月13日（木）益城町のグランメッセ

で町村議会の広報担当議員など 170人

が参加し開催された。

　議会広報コンクールでは、特選に大津

町議会、入選に南関町、西原村、多良木

町議会、そして特別賞に産山村、湯前町、

五木村議会がそれぞれ受賞。

　研修会では、熊本日日新聞社ＮＩＥ専門委員で熊本大学客員教授の越路真一氏から

審査の講評をいただき、「年々紙面の向上は見受けられるが、少しずつの進歩でいい

のか、誰のため、何のためか、自問自答をしてほ

しい」との指摘があった。

　その後、受賞議会広報委員の中から４委員によ

るパネルデスカッションが行われ、五木村議会か

らマンガを担当している黒川麻里子議員がパネ

リストとして参加、マンガを使った理由や内容に

ついて壇上で議論を交わし、その後会場の参加者

との意見交換などを行い、議論を深めて研修会を

終了した。

　下球磨町村議会の議員研修会が平成 31年１月

23日午後３時30分から五木村役場大会議室で行

われ、下球磨地域で活動している「地域おこし協力

隊」の４人（錦町・球磨村・五木村）の方から地域

の活性化のポイント、活動の現況、隊員としての想

いなどを報告してもらった。

　その後、交流会の中で参加者から質疑応答、意見

交換を行った。
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新成人おめでとうございます

上
うえ

田
だ

　まゆみさん（白水）

　私は今、熊本大学の教育学部に所

属し、将来熊本県の工業高校の教員

になるために毎日学んでいます。豊

かな森林資源に恵まれたこの五木村

でも、是非「ものづくり」を通して

教育に携わりたいと考えています。

　今回成人を迎えるにあたり、これ

まで 20 年間私を育て、あたたかい居場所を作り、

いつも待ってくれていた両親や家族、そして見

守っていただいた地域の方々への感謝の念を忘れ

ることなく、今度は自分が、後の世代のために役

に立てるよう精進していきます。

土
つち

屋
や

　恵
けい

太
た

さん（白水）

　成人を迎える事ができ大変嬉しく

思うと共に、これまで支えてくださっ

た家族を始め、学校・職場の先輩方

や後輩達、恩師、そして五木村の方々

に感謝の気持ちでいっぱいです。

　私は、現在ＪＡくま中央営農セン

ターに勤務しています。辛いこと、

悩むことも多々ありますが、組合員の皆様や職場

の先輩方、家族、友人に助け支えられ日々頑張っ

ています。

　まだまだ未熟な私ですが、成人、社会人として

自分の言動に責任を持ち、これまでお世話になっ

た皆様へ少しでも恩返しできればと思います。

森
もり

屋
や

　彩
あや

花
か

さん（頭地）

　故郷である五木村で成人を迎える

ことができ、大変嬉しく感じると共

に、今まで支えてくださっていた多

くの皆様に感謝致します。

　現在私は、東海大学の熊本キャン

パスの方で経営について学んでいま

す。将来は、学びを生かしスポーツ

経営出来ればと考えております。そしていつか、

支えてもらうだけでなく、私も五木村を支えてい

く一人になれるよう努力してまいります。

　まだまだ未熟な私ではありますが、一人の大人

として責任ある行動を心掛け、学びのある生活に

していきたいと思います。

石
いしかわ

川　拓
たく

治
じ

さん（松尾野）

　地元五木村で成人式を迎えられ

たことを心から喜びを感じてお

り、また今までお世話になった家

族、恩師、地域の方々に感謝の気

持ちでいっぱいです。

　私は今、三重県で車の製造の仕

事をしています。まだまだ慣れな

いことばかりで、つらいこともありますが、五

木村で育った日々を思い出しながら、日々努力

しています。今後は一社会人として一つ一つの

発言や行動に責任を持ち、社会に貢献できるよ

う精進していきます。遠くながら応援よろしく

お願いします。

山
やまもと

本　祐
ゆう

華
か

さん（辰迫）

　成人を迎えることができ、大変嬉

しいです。ここまで支えてくれた家

族、恩師、地域の方々にとても感謝

しています。

　現在私は、熊本聾学校の専攻科で

理容の技術を磨いています。理容の

国家試験に合格したので 4月からは

福岡にある理容店で働かせて頂きます。

　まだまだ未熟なので一歩一歩技術を上げて、お

客様に喜んでもらえる理容師になれるよう頑張り

たいと思っています。

　いつか五木村の方々に散髪して恩返し出来れば

と思います。

山
やまぐち

口　史
し の

乃さん（梶原）

　今回、成人を迎え大人としての

第一歩を踏み出す喜びと、一つ一

つの物事に責任を持たなければい

けない責任感を感じています。

　現在、私は鹿児島県で看護の勉

強をしており、国家試験を受験し

ます。4 月からは奈良県の病院へ

就職予定です。

　社会人として多くのことを学び、先輩方から

アドバイスを頂きながら頑張っていきます。

　今まで育ててくれた両親や五木村の方々に恩

返し出来るよう、一歩ずつ成長していけたらと

思います。
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議
会
は
住
民
の
生
活
に
関
わ

る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
が
、

と
っ
つ
き
づ
ら
い
と
感
じ
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
議
員
の
な
り
手
不

足
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

と
っ
つ
き
づ
ら
い
印
象
を
変
え
よ
う

と
昨
年
よ
り
漫
画
で
解
説
を
始
め
ま
し

た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
「
分
か
り
や
す

い
ね
」「
読
む
よ
う
に
な
っ
た
よ
」
と
の

声
を
頂
く
よ
う
に
な
り
、
今
号
の
中
で

も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
県
の
議
会
広

報
研
修
会
で
特
別
賞
を
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
伝
わ
り
や
す
く
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
紙
面
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
意

見
ご
感
想
等
を
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

紙
面
に
反
映
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
黒
川
）

次
回
の
定
例
会
は
３
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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表紙題字：故 尾方　芳郎氏

イイギリ（イイギリ科イイギリ属）落葉高木
　山地に生える高さ 15～ 20メートル程度の木で、葉は卵形で互生し、樹皮は灰白

色。12月～１月にかけて葉が落ちてから赤い実がすずなりに下がって目立つ。五木

では、例年大平の対岸の山で点々とみられる。また、大通峠を越えて東陽町に向か

うと道端でも見られる。（木の用途は下駄に良いということである。）

ジョウビタキ（スズメ目ツグミ科）冬鳥
　冬によく庭先や畑等でみられる鳥で、主

に昆虫類を採食し、その他さまざまな草木

の実もたべる。姿は写真（おす）のとおり

である。鳴き声は「カツカツ」とか「ヒッ

ヒッ」と声を出す。五木では、11月から２

月ごろまで見かける。（メスは、羽根色がオ

スと違って灰褐色である）


